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１．はじめに 

解説の目的 

有田川町では、有田川町らしい景観を守り、創り、次代に継承するため、平成 24 年９月

に「有田川町景観条例」を制定し、平成 25 年１月には景観法＊１に基づく「有田川町景観

計画」（以下「景観計画」といいます。）を策定しました。 

良好な景観を形成するため、一定の建築や開発等を行う場合には、周辺の景観に配慮し

ていただく必要があります。景観計画では、このような行為を行う場合に配慮すべき事項

を景観ルールとして定めています。 

この冊子は、景観計画において定めている景観ルールの内容を理解していただくために、

その趣旨や考え方を解説したものです。 

 

＊１：平成 16 年に制定された、わが国で初めての景観に関する総合的な法律です。 

都市、農山漁村等における良好な景観の形成を図るため、良好な景観形成の理念及び住民、事業

者、行政の責務を明確化しています。また、景観計画の策定など、景観形成のための行為規制を

行う仕組や支援の仕組を備えています。 

 

なぜ景観なのか －景観まちづくりの意義－ 

景観は、地域で永く営まれてきた人々の生活や活動の積み重ねが目に見える形となって

表れたものです。そのような独自性を持った、地域の歴史や文化を生かした景観を維持・

継承・改善するための取組を通じて、次のような効果が期待されます。 

 

● 地域や暮らしの良さに気づき、愛着や誇りを持てるようになる 

● 身近な空間の見え方や印象が向上し、身の回りの心地よさが得られる 

● 歴史・伝統の保全や新しい魅力をつくり、地域の個性を育む 

● 地域の活性化、コミュニティの育成など地域の課題改善に取り組むきっかけとなる 
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２．景観ルールの適用範囲 

景観計画区域 

景観ルールの適用範囲（景観計画区域）は町内全域になります。 

また、景観計画区域において、重点的に景観形成を図る区域を景観重要地域として指定

し、それぞれの区域の特性に応じて景観ルールを定めています。 

 

※：この冊子では、景観重要地域を除く景観計画区域内の景観ルールを解説しています。

景観重要地域における景観ルールの解説は別冊で作成しています。 

 

 

● 景観計画区域と景観重要地域 
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３．景観法に基づく届出 

一定規模以上の建築や開発等を行う場合は届出が必要です 

景観計画では、景観の悪化を予防し、より良い景観づくりを進めるため、一定規模以上

の建築や開発等を行う際のルールを景観形成基準として設定しています。 

一定規模以上の建築や開発等を行う場合は、この基準に従って良好な景観が形成される

ように、景観法に基づいて町への届出が必要になります。  

 

■ 届出の必要な行為 

景観重要地域を除く景観計画区域内において、次の表に掲げる行為をする場合は、景観

法第 16 条第１項の規定に基づき、あらかじめ届出の手続が必要となります。  

 

行為の種別 対象となる規模 

建築物 

高さ 13ｍ超、又は建築面積 1,000 ㎡超 

工作物 

・新築（新設） 

・増築 

・改築 

・移転 

・外観を変更するこ

ととなる修繕、模

様替え又は色彩の

変更 

別表のとおり 

都市計画法第４条第 12 項に規定する

開発行為 

都市計画区域内 3,000 ㎡超 

都市計画区域外 10,000 ㎡超 

土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採

その他の土地の形質の変更 

 

屋外における土石、廃棄物、再生資源

その他の物件の堆積 

3,000 ㎡超 

 

 

（別表）工作物の区分 

工作物の区分 届出が必要となる規模 

アスファルトプラント、コンクリートプ

ラント、クラッシャープラントその他こ

れらに類するもの 

高さ 13ｍ超、又は築造面積 1,000 ㎡超 

自動車車庫の用途に供する施設その他

これらに類するもの 

 

汚物処理場、ごみ焼却施設その他の処理

施設の用途に供するもの 

 

広告塔、広告板、装飾塔、記念塔その他

これらに類するもの 

高さ 13ｍ超 

その他の工作物 
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■ 届出が不要となる行為 

上記の規定にかかわらず、次の行為は、景観法に基づく届出は不要です。（ただし、他

法令の手続等が必要な場合があります。） 

 

１．通常の管理行為、軽易な行為その他の行為（地下に設ける建築物の建築等又は工作

物の建設等、仮設の工作物の建設等 など） 

２．非常災害のため必要な応急措置として行う行為 

３．景観重要建造物の増改築等で、町長の許可を受けて行う行為 

４．幅員が３ｍ以下の農道、林道の設置 

５．林業を営むために行う土地の形質の変更 

６．建築物又は工作物の外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更

で、当該行為に係る面積の合計が 400 ㎡かつ外観に係る面積の過半を超えないもの 

７．架空電線路用の鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他これらに類するものの

新設等で、高さが 15ｍを超えないもの 

８．屋外における土石、廃棄物、再生資源の堆積で、堆積期間が 90 日を超えないもの 

９．和歌山県屋外広告物条例の規定に適合する屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出

する物件の設置 

10．自然公園法の認可若しくは許可等に係る行為 

11．和歌山県立自然公園条例の許可に係る行為 

12．都市公園法の許可に係る行為 

13．文化財保護法の許可若しくは届出に係る行為 

14．和歌山県文化財保護条例の許可に係る行為 

15．有田川町文化財保護条例の許可に係る行為の許可に係る行為 
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■ 届出の流れ 

届出の必要な行為をする場合は、工事の着手前に所定の様式を町に提出してください。

その後、景観形成基準が守られているかの審査を行い、結果を届出者に通知します。 

届出から 30 日間、又は適合通知が発行されるまでは、行為に着手できません。 

届出前の事前相談を随時受け付けていますので、お気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● この届出とは別に、建築基準法に基づく確認申請、都市計画法

に基づく開発許可申請、農地法に基づく許可申請など、他の法令

に基づく手続が必要となります。 

 

■ 違反に対する罰則等 

届出の内容が明らかに景観形成基準に適合

しない場合は勧告を行います。 

建築物の建築等や工作物の建設等が景観形

成基準（形態意匠の制限のみ）に適合しない

場合は、変更命令の対象となります。 

届出をしなかった場合や虚偽の届出をした

場合等は、罰せられることがあります。 

行為の着手

完了届の提出

再届出（計画変更） 

行為の届出

適合通知

完了後の行為の確認

届出者が行うもの 町が行うもの 

景観形成基準との適合審査 

適合 不適合 

届
出
か
ら
30
日
間
、
又
は
適
合
通
知
が
発
行
さ

れ
る
ま
で
は
行
為
に
着
手
で
き
ま
せ
ん
。 

行
為
の
着
手
の
制
限 

行為の完了

助言・指導

事前相談・協議 

項 目 処分・罰則 

基準に適合しない場合 勧告、変更命令 

勧告に従わない場合 その旨を公表 

変更命令に従わない場合 罰金、原状回復等

無届・虚偽の届出、 

行為の着手制限違反 
罰金 
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■ 届出に必要な図書 

行為の種類、場所、設計又は施行方法、着手予定日等を記載した届出書（25 ページ）に

次の図書を添えて、原則として正本１部、副本２部、あわせて３部を提出してください。 

 

図書の種類 明示すべき事項 

建
築
物
の
建
築
等 

工
作
物
の
建
設
等 

開
発
行
為
そ
の
他
の
土
地
の

形
質
の
変
更 

土
石
の
採
取
・
鉱
物
の
掘
採 

屋
外
に
お
け
る
物
件
の
堆
積 

付近見取図 

・当該行為を行う区域の位置及び当該区域

周辺の状況 

（縮尺 1/2,500 以上） 
○ ○ ○ ○ ○ 

現況写真 

・当該行為を行う区域及び当該区域周辺の

状況 

（近景及び中遠景の写真） 
○ ○ ○ ○ ○ 

配置図 

・敷地境界及び当該敷地内における建築物

又は工作物の位置並びに緑化措置 

（縮尺 1/100 程度） 
○ ○    

立面図 

・建築物又は工作物の彩色が施された二面

以上の立面 

（縮尺 1/50 程度） 
○ ○    

平面図 

・当該行為を行う区域の境界 

・法面の位置、高さ及び勾配 

・擁壁又は道路等の位置及び形状 

・切土又は盛土をする土地の部分 

・遮へい措置（開発行為その他の土地の形

質の変更は除く） 

（縮尺 1/100 程度） 

  ○ ○ ○ 

断面図 

・切土又は盛土をする前後の地盤面（高低

差が 1.5ｍ未満の場合は、省略できる） 

（縮尺 1/100 程度） 
  ○ ○ ○ 

チェックシート 

・景観形成基準に基づき配慮した事項 

（景観形成基準チェックシートを活用） ○ ○ ○ ○ ○ 

※行為の規模により上記の縮尺によりがたい場合は、規模に応じた適切な縮尺の図面として

ください。 

 

■ 届出内容を変更する場合 

行為の届出後、設計又は施行方法等を当初の届出内容から変更する場合は、変更届出書

（25 ページ）の提出が必要となります。変更届出書には、変更に係る上記の図書を添付し

てください。 

変更部分については、変更の届出から 30 日間、又は適合通知が発行されるまでは、行為

に着手できません。 
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４．景観形成基準の解説 
 

共通事項 

 

・ 行為地及びその周辺地域の自然、生活、歴史等の地域特性を読み取り、周辺の景観と

調和した魅力ある景観形成に配慮すること。 

基準の解説 

景観は地域の自然、生活、歴史等の様々な地域特性との密接な関わりの中で形成される

ものです。そのため、まずは行為を行う場所や周辺地域の特性を読み取り、守るべき資源

や積極的に活用すべき資源等を把握することを求めるものです。 

こうした地域特性との関わりを考えることにより、周辺の景観と調和した魅力ある景観

を形成していくことが可能となります。 

 

・ 周辺に自然や歴史・文化的建築物等の良好な景観を構成するものがある場合には、そ

れらとの調和に配慮すること。 

基準の解説 

行為地の周辺に、地域を特徴付ける、あるいは地域の歴史や生活を伝えるものとして人々

に大切にされている自然や歴史・文化的建築物等があり、それらによって良好な景観が構

成されている場合には、その景観を妨げることのないよう形態や規模等について配慮を求

めるものです。 

 

・ 山地、河川、湖沼、丘陵地等への主要な眺望点からの眺望を妨げない位置又は規模と

すること。 

・ 山稜の近傍では稜線や背景との調和を乱さない位置又は規模とすること。 

基準の解説 

良好な眺望景観が得られる視点場において、それを妨げることがないよう形態や規模に

ついて配慮を求めるものです。特に、山地が町域の大部分を占める有田川町では、稜線等

が地域の特徴的な景観を構成する重要な要素の 1 つとなるため、山稜の近傍で行う行為に

ついては、稜線や背景との調和を乱さないようにしてください。 

 

■ 主要な眺望点とは 

主要な眺望点とは、山頂の展望台といった高い場所のほか公園、道路、橋梁等の多くの

人が訪れる公共の場所が想定されます。 

特に、あらぎ島を眺める三田区の展望台など、景勝地として観光パンフレット等に紹介

されている場所、あるいは地域の人々が大切にしている場所からの眺望を妨げないように

してください。
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建築物又は工作物の新築（新設）、増築、改築、移転、外観を

変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更 

 

■ 景観形成基準 

項目 基準 

形態・意匠 

・市街地や集落では、隣地や周辺の建築物等との連続性に配

慮した形態及び意匠とすること。 

・壁面設備、屋上設備は主要な道路から見えにくい位置に設

けること。これにより難い場合は、建築物本体との調和に

配慮すること。 

色彩 

・落ち着いた色彩を基調とすること。 

・アクセント色を使用する場合は色彩相互の調和や使用する

量のバランスに配慮すること。 

素材 

・できる限り周辺の景観と調和した素材を用い、木、土、石

など地域の風土に合った自然素材の使用に努めること。 

・できる限り耐久性に優れ、時間とともに景観に溶け込む素

材の使用に努めること。 

緑化 

・行為地内の緑化に努めること。植栽にあたっては、周辺の

植生に合った樹種を用いること。 

・行為地内に樹姿又は樹勢の優れた樹木がある場合は、その

保存又は移植に努めること。 

その他 

・夜間の屋外照明による過剰な光が周囲に散乱しないよう照

明方法等に配慮すること。 
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（１）形態・意匠 

・ 市街地や集落では、隣地や周辺の建築物等との連続性に配慮した形態及び意匠とする

こと。 

基準の解説 

市街地や集落においては、隣地や周辺の建築物等と比べて極度に違和感のある外観を避

けて、周辺のまちなみとの調和を求めるものです。 

個性と調和は相反するものではなく、双方のバランスの中で良い景観が保たれます。例

えば、突出した外観の建築物が並ぶ景観は違和感を覚えますが、逆に全く同じものだけが

建ち並んだ景観も単調で魅力がありません。敷地周辺の条件を読み取りながら全体との調

和を図りつつ、その中で個性を生み出すような景観の形成を心がけてください。 

 

・ 壁面設備、屋上設備は主要な道路から見えにくい位置に設けること。これにより難い

場合は、建築物本体との調和に配慮すること。 

基準の解説 

建築物に付随する壁面設備、屋上設備は、その外観が建築物本体と異なることが多く、

露出した設備類は、建築物の美観や周辺の景観を損ねることがあります。そのため、壁面

設備や屋上設備は道路面に露出させないように、その設置位置について配慮を求めるもの

です。やむを得ず設備類が露出する場合は、建築物本体と一体感を持たせた覆い処置等を

講じてください。 

 

 

 

 

 

屋上設備はパラペットやルーバー等で遮へい 

●屋上設備の修景イメージ 
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（２）色彩 

・ 落ち着いた色彩を基調とすること。 

・ アクセント色を使用する場合は色彩相互の調和や使用する量のバランスに配慮するこ

と。 

基準の解説 

彩度（鮮やかさ）が高い色や明度（明るさ）が極端に高い色等は、緑の山々等を背景と

した景観に違和感を与え、浮き出す恐れがあります。そのため、屋根及び外壁に使用する

色彩については、彩度を抑えるなど、自然の色彩になじむよう配慮を求めるものです。 

特に、商業施設においては、集客を意識して目立つ色彩を使用する傾向にありますが、

過度な色彩の使用は周辺の景観に悪影響を及ぼす可能性があり、ひいてはその企業の価値

にも影響を及ぼすことにもなります 

着色を施していない木、土、石、日本瓦等の自然素材又は伝統的な手法で作られた素材

については、色彩基準は適用されません。 

 

■ 落ち着いた色彩とは 

彩度を抑えた色が該当します。また、むらさきやピンクのような色相（色あい）自体が

けばけばしい印象を与える色の使用は避けてください。 

特に、屋根の基調となる色彩については、低彩度かつ低明度の色彩の使用に努めてくだ

さい。また、外壁の基調となる色彩については、自然素材に多い赤（Ｒ）、黄赤（ＹＲ）、

黄（Ｙ）、無彩色（Ｎ）系の色相で、低彩度かつ中明度の色彩の使用を推奨しています。 

 

■ 基調色とアクセント色 

屋根及び外壁の最も大きな面積を占める色を基調色

といいます。また、意匠的に用いる小面積の色をアク

セント色といいます。 

アクセントとして使用する色彩の基準は定めていま

せんが、アクセント色として認める範囲は、開口部を

除く見付面積の 20％以内とします。 

 

 

    ●基調色とアクセント色 

区分 内容 

基調色 

・ 大きな面積を占める色です。 

・ 基調色の色彩が周辺景観に大きく影響

します。 

アクセント色 

・ 意匠的に用いる小面積の色です。 

・ 単色表現にはない変化をつくることが

できます。 
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参考：色彩とは 

色彩は、色相（色あい）、明度（明るさ）、彩度（鮮やかさ）の三要素からなって

おり、そのいずれかが変化することで色彩が微妙に変わります。 

色彩を表すための記号として、一般的にマンセル値が用いられます。マンセル値

は色相、明度、彩度の順に表記されます。 

 

●色相・明度・彩度 

色相 

・ 赤や青といった色あいを表します。 

・ 赤（Ｒ）、黄（Ｙ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）、紫（Ｐ）の５色

と、それぞれの間の黄赤（ＹＲ）、黄緑（ＧＹ）、青緑（Ｂ

Ｇ）、青紫（ＰＢ）、赤紫（ＲＰ）を加えた 10 色が基本に

なります。 

・ 白、黒、灰といった無彩色はＮと表現します。 

明度 

・ 色の明るさを表します。 

・ 明るい色ほど数値が大きくなります。 

・ 完全な白を 10、完全な黒を０として、その間を等間隔に

区分しています。 

彩度 

・ 色の鮮やかさを表します。 

・ 鮮やかな色ほど数値が大きくなります。ただし、彩度の

最大値は色相、明度によって異なります。 

・ 白、黒、灰といった無彩色は、彩度０となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●マンセル色相環 ●マンセル値の表現と読み方（色相５Ｒ）

９

８

７

６

５

４

３

２

Ｎ １ ２ ３ ４ ６ ８ 10 12 14 

明
度

彩度 

５Ｒ
色 相

 6
明

.0
度

／2
彩

.0
度

 

（５アール６の２） 

マンセル値の表現と読み方 
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これは代表的な色相における明度、彩度の関係を示したものです。 

一言で“落ち着いた色彩”と言っても、使用できる色彩はたくさんありますので、

色選びは、周辺景観との関係で判断してください。 

 

   ●彩度と明度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：この色見本は近似色であり、実際と異なる場合があります。 
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（３）素材 

・ できる限り周辺の景観と調和した素材を用い、木、土、石など地域の風土に合った自

然素材の使用に努めること。 

・ できる限り耐久性に優れ、時間とともに景観に溶け込む素材の使用に努めること。 

基準の解説 

色彩と同様に素材も景観を構成する上での重要な要素であるため、人工物として、緑の

山々等を背景とする景観から過度に突出しないように配慮を求めるものです。特に、光の

反射が強い素材を使用する場合は、光沢を抑えることや大きな面積で使用しないなど周辺

景観との調和に努めてください。 

また、地域らしさを表現し、景観の価値を高める観点から、地域で昔から使われてきた

木、土、石、日本瓦等の自然素材又は伝統的な手法で作られた素材の効果的な採用を推奨

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自然素材を効果的に使用した事例 ●地場産の素材を使用した事例 
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（４）緑化 

・ 行為地内の緑化に努めること。植栽にあたっては、周辺の植生に合った樹種を用いる

こと。 

基準の解説 

建築物の圧迫感をやわらげるとともに、建築物等と緑が一体となって、周辺の山並みや

農地等と調和した景観を形成するよう配慮を求めるものです。 

緑化は最も効果的な修景手法の１つです。

敷地境界部や建築物等の近傍においては、緩

衝効果や遮へい効果、あるいはランドマーク

性を見込んだ緑化修景に努めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 樹種の選定について 

樹種の選定に当たっては、地域の自然条件に適した植物が一般に長年にわたって安定的

に成育するため、地域の自然植生を目安とした樹種を採用してください。 

郷土樹種一覧（33 ページから 43 ページ）を樹種選定の参考としてください。 

 

・ 行為地内に樹姿又は樹勢の優れた樹木がある場合は、その保存又は移植に努めること。 

基準の解説 

長い年月をかけて生育した樹木は、その地域の景観向上に重要な役割を果たしています。

そのため、行為地内に優れた樹木がある場合は、これらをできる限り修景に生かすよう建

築物等の配置について配慮を求めるものです。 

やむを得ず優れた樹木を伐採する必要が生

じる場合は、その移植の適否についても検討

してください。 

●敷地境界部を緑化した事例 

●既存の樹木を活かした事例 
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（５）その他 

・ 夜間の屋外照明による過剰な光が周囲に散乱しないよう照明方法等に配慮すること。 

基準の解説 

夜間の屋外照明は安全・防犯上必要なものですが、その過剰な使用は、周辺の景観等に

悪影響を及ぼす可能性があります。そのため、夜間の屋外照明を設置する場合は、照明の

配置や向き、光量、光の色等を工夫し、極端に突出した照明とならないよう配慮を求める

ものです。 
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開発行為、土地の開墾その他の土地の形質の変更 

 

■ 景観形成基準 

項目 基準 

土地の造成 

・現況の地形を活かし、長大な法面や擁壁が生じないように

すること。 

・法面はできる限りゆるやかな勾配とすること。 

・擁壁は周辺景観と調和した形態又は素材とすること。 

緑化 

・法面は周辺の植生と調和した緑化を行うこと。 

・行為地内に樹姿又は樹勢の優れた樹木がある場合は、その

保存又は移植に努めること。 
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（１）土地の造成 

・ 現況の地形を活かし、長大な法面や擁壁が生じないようにすること。 

・ 法面はできる限りゆるやかな勾配とすること。 

・ 擁壁は周辺景観と調和した形態又は素材とすること。  

基準の解説 

遠方から見た場合に大きく景観が変わってしまうような地形の改変や長大な法面・擁壁

の設置に対して、周辺の景観との調和を大きく乱すことがないよう配慮を求めるものです。 

土地の造成を伴う開発を行う場合は、現況地形の傾斜の方向や平均勾配を尊重するなど、

できるだけ現況の地形を活かして最小限の造成にとどめるとともに、法面・擁壁の圧迫感

を軽減するよう工夫してください。 

 

■ 長大な法面や擁壁とは 

切土又は盛土によって生じる法の高さが５ｍを超えるものを指します。 

これを超える高低差がやむを得ず生じる場合は、分割により高さを抑えるなど圧迫感を

軽減してください。 

 

■ 法面の勾配について 

水平面と法面のなす角度が大きくなるほど視覚的に垂直面に近く、圧迫感が大きくなる

ため、法面の勾配は、できる限りゆるやかなものとしてください。 

 

 

 

 

長大な擁壁により、現況地形が大きく

変化している。 

擁壁の規模を小さくし、現況地形を活

かした造成計画とする。 

●圧迫感の軽減イメージ 

直立した擁壁により、圧迫感が感じら

れる。 

緩やかな法面により圧迫感を軽減し、

植栽を施すことで景観に配慮する。 
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■ 擁壁の形態又は素材について 

擁壁を用いる場合は、分割による圧迫感を

軽減するとともに、自然石又はそれに準ずる

化粧張りとするなど擁壁の素材を工夫してく

ださい。 

コンクリートを露出させた無機質な垂直擁

壁は必要最小限としてください。 

 

 

 

 

（２）緑化 

・ 法面は周辺の植生と調和した緑化を行うこと。 

基準の解説 

造成に伴い法面や擁壁が必要となりますが、裸地又はコンクリート等がむき出しのまま

では、緑豊かな環境の中にあって見苦しい印象を与えます。森林や農地と新たな開発との

景観的な調和を図るため、単調な法面・擁壁が大規模に露出することがないよう配慮を求

めるものです。 

 

■ 法面の緑化修景について 

法面・擁壁には樹木や地被植物、つる植物

等を用いた緑化修景を行ってください。 

また、法面の緑化が難しい場合は、法尻や

擁壁際に植栽を行うなど緑化修景を工夫して

ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●法面の緑化の事例 

●自然石を用いた擁壁の事例 

●法面の緑化が難しい場合の工夫のイメージ 

法面の緑化が難しい場合は、法尻や擁壁際に植裁を行う。 
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■ 樹種の選定について 

樹種の選定に当たっては、地域の自然条件に適した植物が一般に長年にわたって安定的

に成育するため、地域の自然植生を目安とした樹種を採用してください。 

郷土樹種一覧（33 ページから 43 ページ）を樹種選定の参考としてください。 

 

・ 行為地内に樹姿又は樹勢の優れた樹木がある場合は、その保存又は移植に努めること。 

基準の解説 

長い年月をかけて生育した樹木は、その地域の景観向上に重要な役割を果たしています。

そのため、行為地内に優れた樹木がある場合は、これらをできる限り修景に生かすよう建

築物等の配置について配慮を求めるものです。 

やむを得ず優れた樹木を伐採する必要が生

じる場合は、その移植の適否についても検討

してください。 

●既存の樹木を活かした事例 
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土石の採取又は鉱物の掘採 

 

■ 景観形成基準 

項目 基準 

遮へい措置 

・道路、公園等の公共の場所から容易に望見できる場合は、

植栽等で遮へいすること。 

緑化 

・採取又は掘採を終了した場所から速やかに周辺の植生と調

和した緑化を行うこと。 
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（１）遮へい措置 

・ 道路、公園等の公共の場所から容易に望見できる場合は、植栽等で遮へいすること。 

基準の解説 

土石の採取等は通常、行為地の規模が大きく、山の斜面など人の目につきやすい場所で

行われることが多いため、周囲の景観に大きな影響を与えます。 

そのため、土石の採取等においては、主要

な眺望点や道路等から見えにくい位置とする

など、行為地の位置の選定について配慮を求

めるものです。やむを得ず行為地が外部から

容易に望見できる場合は、敷地周囲の緑化等

を工夫してください。 

 

 

 

 

 

（２）緑化 

・ 採取又は掘採を終了した場所から速やかに周辺の植生と調和した緑化を行うこと。 

基準の解説 

土石の採取場等が裸地のままでは、景観上

の影響が大きく、荒廃した印象を与えます。

そのため、土石の採取等の終了後においては、

周辺の景観への影響が少なくなるよう自然復

元について配慮を求めるものです。 

 

 

 

 

 

 

■ 樹種の選定について 

新たな造成森林における樹種の選定に当たっては、地域の自然植生を目安とした樹種を

採用してください。 

郷土樹種一覧（33 ページから 43 ページ）を樹種選定の参考としてください。 

 

 

●植栽による遮へいの事例 

●土石採取場の緑化の事例 
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屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積 

 

■ 景観形成基準 

項目 基準 

堆積の方法 

・堆積物の高さをできる限り低くするとともに、整然とした

堆積に努めること。 

遮へい措置 

・道路、公園等の公共の場所から容易に望見できる場合は、

植栽等で遮へいすること。 
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（１）堆積の方法 

・ 堆積物の高さをできる限り低くするとともに、整然とした堆積に努めること。 

基準の解説 

雑然とした土石、廃棄物、再生資源等の野積みは、豊かな自然環境の中にあって見苦し

い印象を与えます。そのため、できる限り野積みによる保管を避けるとともに、やむを得

ず野積み保管を行う場合は、周辺景観への違和感の軽減について配慮を求めるものです。 

 

（２）遮へい措置 

・ 道路、公園等の公共の場所から容易に望見できる場合は、植栽等で遮へいすること。 

「土石の採取又は鉱物の掘採」の基準に準じるものとします。21 ページを参考にしてく

ださい。 
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５．届出の様式 
 

■ 届出書 

ここでは、届出書の様式を用意しています。必要な様式をコピーして使用してください。

また、この様式は、町の公式ウェブサイトからもダウンロードできます。 

 

● 景観計画区域内における行為の届出書 

  （有田川町景観条例施行規則 別記様式第１号） 

● 景観計画区域内における行為の完了届出書 

  （有田川町景観条例施行規則別記様式第６号） 
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■ 景観形成基準チェックシート 

届出の手続を円滑に進めるため、届出に必要な添付書類として、所定の図書とともに本

チェックシートを提出してください。本解説書から必要な様式をコピーして使用してくだ

さい。また、町の公式ウェブサイトからもダウンロードできます。 

チェックシートには、該当する行為の種類ごとに、具体的に配慮した内容等を記入して

ください。 
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６．参考資料 
 

■ 郷土樹種一覧 

緑化樹種の選定の際の参考資料として、「和歌山の森林及び樹木を守り育てる条例」（平

成 23 年和歌山県条例第 58 号）に基づく、「和歌山県郷土樹種使用指針」（平成 24 年６月）

に掲載されている有用郷土樹種一覧表を抜粋しています。 

 

 

参考：有用郷土樹種一覧表の見方 

 

（１）「姿」 

種名欄の樹木の外見的要素を記載しています。 

ア）「常落」 

常：常緑樹 

落：落葉樹 

 

イ）「樹高」 

それぞれの樹種に適した環境の中で成熟した樹木の高さ。造成地等で土壌改良

を行わない環境に植栽した場合は、期待した樹高に育たない場合が多くなります。 

高木 ：10ｍ以上に成長する樹木 

亜高木：成長しても５～10ｍ程度の樹木 

低木 ：成長しても５ｍ以下の樹木 

※造園用語としての高木・中木・低木とは概念が異なります。 

 

（２）「生育地」 

樹木の生育適地を記載しています。 

植樹計画地の条件を判断して適する樹種を選んでください。 

ア）「気候」 

適地の気候を次のとおり区分しています。 

「気候」蘭に記載した区分地は最適地で、それに隣り合う区分地は適地です。 

それより離れた区分地は健全な生育が望めない不適地ですので、植樹は避けて

ください。 

海 ⇔ 暖 ⇔ 温 ⇔ 冷 

 

常：海岸付近（海岸からの距離がおおむね０～200ｍの地域） 

暖：低標高地（海岸からの距離がおおむね 200ｍ～標高 500ｍの地域） 

温：中標高地（おおむね標高 500～800ｍの地域） 

冷：高標高地（おおむね標高 800ｍ以上の土地） 

例）イロハモミジ：最適地は「温」、適地は隣り合う「暖」「冷」、不適地は「海」 
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（３）「生育条件」 

その樹種が健全に生育するための条件を記載しています。 

ア）「利用光」 

樹木は、樹種や樹齢によって、それぞれ最適な光強度が違います。そのため、

利用しようとする樹種が好む光強度に応じた植樹場所や植樹配置を考えること

が重要です。 

強 ：日陰では生育できない樹種 

中 ：森林の状況、斜面傾斜方向、地形等により日照の時間や強度が裸地の半

分程度になる環境を好む樹種 

弱 ：林内の暗い条件でも生育できる樹種 

強弱：若い時は弱い光でないと育たないが、成長すると強光に耐えられる樹種 

 

イ）「水分要求」 

樹木は樹種によって要求する水分量が異なります。植樹地の水分環境に応じて、

それぞれ適した樹種を選ぶことが大切です。 

大：乾燥に弱い樹種 

中：乾燥、過湿を好まない樹種 

小：乾燥に強い樹種 

※樹木が要求するのは流動水です。停滞水は、酸素欠乏等により成長に悪影響

を及ぼします。 

 

ウ）「耐アルカリ性」 

日本には酸性土壌が多いため、日本の樹木は酸性土壌に良く適応しますが、中

には蛇紋岩地帯などアルカリ性土壌に育つ樹種もあります。 

市街地は様々な要因でアルカリ性土壌になりやすいため、樹種を選ぶ際には耐

アルカリ性を考慮することも大切です。 

大：アルカリ性土壌でも育つ樹種 

中：アルカリ性土壌ではやや成長が劣る樹種 

小：アルカリ性土壌では成長が悪い樹種 

－：データ無し 

 

（４）「根系分布」 

根が土壌のどの部分まで発達するかについて記載しています。 

浅根：根は主にＡ層で発達し、Ｂ層では未発達 

深根：根はＢ層でもよく発達 

中間：根は上記２つの中間的な伸び方 

－ ：データ無し 

※Ａ層：有機質を多く含む層 

 Ｂ層：有機質が少ない層 
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（５）「植樹適期」 

その樹種を植樹する適期について記載しています。なお、記載している時期は絶

対的なものではなく、その月を中心に前後１ヶ月程度の期間は植栽可能です。 

基本的に、落葉樹は２～３月及び 11 月の落葉時期（厳冬期は避ける）、常緑樹は

６～７月の新葉成熟期又は秋の成長期である９～10 月が植樹の適期です。 

 

（６）「利用」 

植樹地の特徴的なものについて記載しています。 

ア）「林地」 

○：森林を造成する場合に使用が適切な樹種 

▲：自生地域が限定されており、遺伝子汚染を避けるため植樹場所や郷土苗木

の使用に特に留意する必要がある樹種 

×：県外からの移入種や森林での生育に適さない樹種 

 

イ）「開発裸地」 

○：水分要求が少ない、強い陽射しに耐える、窒素固定細菌と共生する樹種 

×：上記以外の樹種 

 

ウ）「街なか緑地」 

「公園」 

○：公園等に植樹可能な樹種 

×：人がかぶれる危険性のある樹種のみ 

「街路樹」 

○：都市の乾燥したアルカリ性土壌に耐えて生育し、剪定にもよく耐える樹種 

×：上記以外の樹種 

「庭木」 

○：剪定に耐える、長寿、花や実が美しい、枝が粗でない樹種 

×：上記以外の樹種 

「生垣」 

○：主に亜高木以下で剪定に強い樹種 

×：上記以外の樹種 

 

（７）「特徴」 

ア）「花・実」 

花や実の美しさは景観の大切な要素となるため、特徴的なものについて、その

色を記載しています。 

 

イ）「特記事項」 

それぞれの樹種の特記事項を記載しています。  
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